＜はじめに＞
世田谷区立八幡小学校教諭　坂井岳志
　２００３年の学習過程研究会の活動には、いくつかの変化があった。最も大きな変化はFLASHがソフト作成の柱になったということだ。
学過研では、２０年近く、BASICから始め、VBやJAVA系等を使って教材作成を継続してきた。ベーシックの時代には、教室で使う小回りの利くソフトを作成し活用してきた。お互いのアイディアを交換しあい、実際の授業におおいに役に立った。私も、一時間の授業の中で、学習の導入やまとめ等によく使ってきた。

しかし、DOSの時代が終わり、WINDOWSになってから、簡単にソフトを作成する道具を失っていた。VBやJAVAで作成はしていたが、今ひとつ現場の状況にしっくりこなかったし、ソフト作成に手間がかかりすぎて、会員の中に定着しなかった。また作成したソフトをWEBの形にできずに苦労していた。こんな状況の中で、次第にソフト作成の本数が減少していった。
そんな時にFLASHが登場してきた。もともとマックのアニメーションソフトであるFLASHはキーフレームに絵や図、写真、文字等を配置するだけで、インタラクティブなソフトを作成する事ができる。しかもそれは簡単にWEB化できる。さらに、アクションスクリプトという言語もサポートしている。言語を使えば、入力文字の判定もできる。児童の教材を簡単に作成できる武器をようやく取り戻すことができたという感じたった。
学過研は夏に合宿を実施し、FLASHによるソフト作成の能力を付けてきた。作成ソフトは「ブレインネットまなびや」にのせて、インターネットからダイレクトに動かせるようにしている。教室やパソコンルームでいつでも利用可能だ。会員の能力や意欲も次第に増してきている。さらに、昨年から、学過研研修会を夏に行い、３０人前後の参加者と共に、FLASHと動画の研修を行っている。この研修会は、世田谷区の情報教育部と連携し、お互いに講師を出しながら研修を行っている。
今後、教室にはネットにつながれたパソコンとプロジェクタが導入されていく。学過研の得意な黒板に写して役に立つソフトが生きていく場だと思う。内容を更に充実させ、児童と教員のために役に立てていきたい。
もう一つの大きな変化が、「動画の教材化」だ。これは今までの写真教材と違い、動きで説明することを意識して作成されている。学過研では、現在、昆虫や植物、地域の様子等の教材の作成を行っている。動画の撮り方、編集の仕方、教材としての作成の仕方も、合宿と夏の研修会で、繰り返し研修している。今後、完成した作品を「まなびや」にのせWEB上から見ることができるようにしていく計画だ。今後とも、動画を新たな教材作成の道具として活かしていきたい。
この他に、もの作りプロジェクトでは、ガラス細工や天体望遠鏡の作成、ホバークラフトの作成等、人間としての基本である五感を活かした活動も行ってきた。それをWEB上にのせることによって、他の学校等での実践に役に立つようにしていきたい。

学過研はきわめて現場主義的に活動してきている。研究のための研究ではなく、現場のための研究と実践を深めていきたい。それによって、児童にとってより良い授業を展開できるように今後とも積極的に活動していきたい。
